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写真　6月17日火～6月22日日
華道　6月17日火～6月19日木　公募作品　
　　　6月20日金～6月22日日　入賞作品/会員作品
美術　6月24日火～6月29日日 
書道　7月  1日火～7月  6日日

※6月19日木は
　午後5時まで

藤沢市民ギャラリー
（ODAKYU湘南GATE 6階）
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紫陽花の咲き誇る頃　第75回藤沢市展を開催できましたこと、心より喜ばしく思
います。
この市展開催は、市民と行政が手を取り合い、文化都市藤沢で活躍している方、
芸術に興味のある方達が参加し、作品発表をしていただく総合文化展でございます。
今年も多くの素晴らしい作品の応募があり、美術・書道・写真・華道の544作品を
展示いたしました。
著しく多様化する社会の中で、作者の努力と鍛錬が作品の一作一作に込められ、
ご来場の皆様に心の安らぎを感じていただけることと思います。
また実行委員会では協議を重ね、今回より協会賞を大賞に変更しました。より親
みやすくわかりやすく、より多くの市民の皆さまに関心を深めていただきご堪能い
ただけましたら幸いでございます。
市展開催にあたり、ご尽力いただきました多くの関係者の皆様に心より感謝申し
上げます。

２０２５年６月１７日
第７５回藤沢市展実行委員会　実行委員長　山 口　佳 珠

ごあいさつ

※華道の部　一般（審査対象）は、活け込み及び審査を 6 月 16 日（月）に行いました。審査結果は会場内の掲示をご覧ください。
※五大賞とは、大賞、市長賞、市議会議長賞、教育委員会賞、実行委員会賞です。（応募点数によって五大賞の数を決めてい
ます。）

区　　分 写真の部 美術の部 華道の部 書道の部 計
（
審
査
対
象
）

一
般 展示点数 106 

（100）

絵画・彫刻部門

145
（136）

工芸部門

34
（35）

23
（32）

81
（61）

389
（364）

（
審
査
対
象
外
）

会
員
等

展示点数 10
（11） 

32
（26） 

7
（5） 

25
（24）

81
（82） 

155
（148） 

計 展示点数 116
（111） 

177
（162） 

41
（40） 

48
（56） 

162
（143） 

544
（512） 

五大賞入賞点数 5
（5） 

5
（4） 

3
（3） 

※
（3） 

5
（5） 

18
（20） 

秀 作 賞 点 数 11
（10） 

13
（14） 

4
（3） 

※
（3） 

5
（6） 

33
（36） 

奨 励 賞 点 数 3
（3）

1
（1）

0
（0）

※
（3）

4 
（3）

8
（10）

（　）内は前回実績第 75回藤沢市展作品状況
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写 真 の 部

審査員のコメント
市内、新林公園にある古民家。歴史と風

格が感じられる部屋に、かしこまる一人の
女性。その佇まいに美しい光と影が相まっ
て、凛とした空気が伝わってきます。何も
語らない。でも、静謐ななかにも何かを語
りかけてくる気すらします。悠久に思いを
馳せ、観る者の想像をかきたてる、すばら
しい作品です。

●大　賞
俵　智子

「凛として」

審査員のコメント
ジオラマのような世界観

がユーモラスに表現されて
います。採石場の綺麗な白
い岩肌の質感も写真から読
み取ることができ、点在す
る重機もほど良いバランス
で配置されていて、写真の
面白さを後押ししています。
画面の下の部分が少しボケ
ていることで、“ジオラマっ
ぽさ”が効果的に出ている
と思います。

●市　長　賞
三村　信

「巨大箱庭－採石場の休日」

秀　作　賞

奨　励　賞

秋 山 哲 夫 礒 田 理 生 大 野 圭 翔 金 井 翔 吾
田 内 活 雄 竹 内 洸 磯 中　山　謙一郎 永 由　  勝
福 岡 千 明 flower_love_mako 宮 川  　 享
篠 﨑 優 也 鈴 木 洋 平 舩 木 レ イ
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審査員のコメント
富士山のシルエットとオレンジ

色に染まる夕焼け空、そして彼岸
花が咲き乱れる畔道を家族で散歩
する姿に、とても心温まり、幸せ
な一日の終わりを感じました。

撮影した際には空と手前にある
彼岸花の露出の差があって、一枚
の絵に落とし込むのは難しかった
と思うのですが、しっかりと調整
され、美しく表現されています。

●市議会議長賞
猪狩　淳「初秋の夕景」

審査員のコメント
一般的に写真というと「撮る」こと

が全てと思われることがあります。撮
影の後には、明るさやバランスの調整
そしてプリントなど「撮る」ことと同
じくらい重要な作業があります。本作
は、撮影は元より、プリントさらには
額装まで細部まで計算されたこだわり
が見えます。極めて完成度の高い1枚
です。

●実行委員会賞
向山　武志「蓮」

審査員のコメント
この作品は見る人により様々な物

語を想起させる力があります。背景
をぼかし人物を浮き立たせる。背景
は明るく、人物には上からの光を選
択するなど技術力の高さが伺えます。
タイトル通り、背景、洋服、ペンま
でもが緑で統一されていることによ
り、映画の1シーンのような世界観
を作り上げています。

●教育委員会賞
高柳　玲子

「Verde・みどり色」
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美 術 の 部

審査員のコメント
スニーカー時代の今の我々が考えら

れない幾多の苦難の中で人々は文化を
生き継いできました。時には天からの
慈悲を仰ぎ、花びらを慰めにして。幸
いにも作者には器用に働ける手首と感
性を表現できる力強さが備わり、良い
作品を生み出せました。やわらかな細
かい曲線は作者の持つ、心のやさしさ
が感じられます。

審査員のコメント
じっと見つめている。見る者

を離さない。モデルは何を見て
いるのだろう、いやものを見て
いるのではない。

作者はモデルを通して、私と
いう人間がどう生きてきたのか
問うているようです。

モデルの内面まで表現しようと
している作者の姿が美しいです。

●大　賞
鈴木　弥彦

「鎌倉大仏様の大草鞋」切り絵

●市　長　賞
飯田　裕三

「a man Ⅱ」

秀　作　賞

奨　励　賞

絵画・彫刻部門

赤 塚 高 志 菅　 隆 志 古 林 正 明 小 山 文 裕
斉 藤 彰 英 佐 藤 由 明 真 田 昌 彦 牀 涅　  樛
中 村 純 平 番 場 富 枝 日 向 敏 郎 山 内 忠 夫
渡 貫 智 成

ら い
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審査員のコメント
夜の雨上がり初タラ線は往来する車で水

たまりは波うち、建造物は波の揺らぎの中
に溶け込む。構図の取り方はよく、強い色
彩がインパクトを与える一方、夜空の深み、
丁寧な描き込みや色の使い方に改良が必要
です。今後も探求心を持ち更なる高い表現
方法を追求し、来年も本展へ出品すること
を期待します。

●市議会議長賞
山崎　凜

「辻堂駅初タラ線」

審査員のコメント
ゆったりとした量感を感じます。量感は

彫刻の伝統的な価値観で変わらない魅力で
す。

粘土付けのタッチは柔らかく残り、モデ
ルになった人の優しい人柄、量感からは強
い意志が伝わります。

変化の多い社会の中で変わらない人間性
を追求する作品になっています。

●実行委員会賞
内田　知佳子 

「魂の歌声」

審査員のコメント
まずは白い色の巧みな使い方に注目した

い。水の色も白に周囲の色を重ねて、豊か
な陰影を表現しています。滞船しているヨ
ット、クラブハウスや建物、駐車場の車、
植栽等を快活な筆のタッチで描き、ヨット
ハーバーの昼下がりを感じさせる美しい作
品です。

●教育委員会賞
山内　廣 

「ヨットハーバー」

会 員 推 挙 飯　田　裕　三 小　林　育　夫　　  「会員推挙」…P18をご参照ください。



6

美 術 の 部

審査員のコメント
「湘南七福神」とは1/1 ～ 1/10の期間中、逗子４寺、葉山３寺をめぐる七福神です。恵

比寿、大黒天、毘沙門天、弁財天、布袋尊、福禄寺、寿老人の計７柱の神様が祭られてい
ます。この七福神を鉄分の多い粘土で成形した縁起の良い作品です。色合いも深みのある
黒秞で表現し、重厚な作品に仕上がっています。作品の表情を見ていると、年の初めに神
棚等身近な場所に置くことで安らかな心持になれる作品となっています。

●大　賞
野谷　久夫「湘南七福神」

審査員のコメント
市展にピタリの作品ですね。ご自分でも大満足で

きる作品だと思います。色合い及び皿に対する文様
の位置バランスがよいです。前菜からデザートまで
出番の多いお皿です。

●市議会議長賞
中村　和子「熊谷草」

工芸部門

審査員のコメント
作品を見た瞬間、華やかで爽やかな作品に仕上が

っています。和紙染文様の配色効果と思われる、特
に葉に施された絵具の濃淡が良く仕上がり、文様全
体を引き立てています。大鉢成型は高台から素直に
立ち上がり程良い口縁と纏まって、全体的に染付と
成形が一体となり調和のとれた逸品です。

●市　長　賞
須山　宣和「和紙染ぶどう文鉢」

秀　作　賞 秋田谷恵美子 西 村 隆 芳 吉 川 明 子 吉 原 輝 文
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華 道 の 部

※このページは、展示会場内で配布している華道の部受賞者一覧を
貼り付けてご使用ください。
※華道の部公募作品の活け込み及び審査は 6 月 16 日（月）に行いました。
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書 道 の 部

審査員のコメント
静謐な中に凛とした佇まいのある行書作

品。厳しくも深みのあるよく練れた線で、
見る人を引きつける大賞に相応しい魅力あ
る作品です。

審査員のコメント
隷書体40文字の作品、結構に向線を多用

して作品に暖かさを持たせ好感の持てる作
品となっています。三行目上部が少し淋し
いですが次回が楽しみです。

●大賞　中川　暎舟　「宿蘭渓水驛前」 ●市長賞　水澤　光陽　「楊柳湾晩帰」

秀　作　賞

奨　励　賞

菅 野 香 雅 斉 藤 英 恵 田 渕 小 百 合 村 上 伯 堂
安　  精 石
石 﨑 　 輝 尾 﨑 佑 菜 南 場 彩 妃 日 高 か ん な
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青 木 暁 雲 斉 藤 理 香 子 澤 田 恵 美 田 中 登 喜 男
寺 原 司 聖 畠 山 枝 煌 廣 瀬 初 枝 村 上 令 圃

会 員 推 挙

「会員推挙」…P24をご参照ください。

審査員のコメント
行書体を三行にまとめた作

品です。きりりとした字形で
行間がすっきりと仕上がり全
体の黒白のバランスが良く、
作品全体から若い力が伝わっ
てきます。

審査員のコメント
行草体で二行にまとめた作

品、一字目の墨量が少し多か
った様に思いますが筆脈があ
り、文字の大小、字形の変化
のバランス良く、明るい楽し
い作品です。

審査員のコメント
簡素な文字と複雑な文字の

配置が良く考えられていて紙
面を重厚に見せています。二
行目の墨継ぎも効果的で魅力
ある大字仮名作品になってい
ます。

●市議会議長賞
若杉　栞那 
「同李司倉早春宴睢陽東亭」

●教育委員会賞
田中　美湶 
「漫成」

●実行委員会賞
谷口　祥子 
「伊藤左千夫　短歌　幼きをふたりつれたち」
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〔写真の部〕

名　　　前 作　　品　　名

秋 元 　毅 ザッブーン

秋 山　哲 夫 孤独のランナー

猪 狩 　淳 初秋の夕景

石 垣　邦 夫 夕暮れに遊ぶ子ども達

石 川　弘 則 競りあいの土埃

磯 田　博 之 ラン・デブー

礒 田　理 生 雨上がり、満開 200％

磯 野　智 雄 風よし、高度よし、眺めよし

井 出 　朗 桜花の舞

伊 藤　正 一 湖畔の朝

伊 藤　隆 一 軌道

井 上　直 子 黄
き

輝
き

凛
りん

輪
りん

内 田　小夜子 水中のレディ

内 野 　紋 歩み

江 口　亜由子 夕暮れに踊る

榎 田　領 治 瞬間を待ちわびる者

大 上　啓 治 想い出いっぱい

大河原　一 男 ボラに乗って！

大 城 　翼 ランニング

名　　　前 作　　品　　名

大 木　樹 雄 朝の境内風景

大 関　明 彦 デッドヒート

大 関　行 恵 ウルトラマンがいっぱい

大 野　圭 翔 頂の景色

岡 野　素 幸 あなたを信じています

加 藤　賢 治 美声

加 藤　武 久 雄叫び

金 井　翔 吾 願いは風にのせて

金 井　純 雄 家族の休日

金 谷　佳 江 燃える渚

金 子 　功 夏のおとずれ

夏　蓮 蒼と煌（あおときらめき）

川 嵜　廣 子 かぎろひ（炎）

KANSUKA monotone story

神 部　正 広 未来の街のシンボル

菊 田　伸 夫 寺院と教会の坂道

菊 地　悦 子 腰越漁港

木目田　浄 子 秋色堪能

久 保　良 一 気持ちいい～！

〔写真の部〕

展 示 作 品 目 録（五十音順）
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〔写真の部〕

名　　　前 作　　品　　名

健 仁 夢幻の夜明け

後 藤　眞 治 木漏れ日

小 山 　俊 メタセコイアの輝き

齊 藤 　隆 高みへの道

酒 井　天 栄 彩　雲

坂 口　美 希 一日のはじまり

坂 倉　敏 明 信州霧の里

佐 藤　忠 弘 SLトーマス号

佐 藤　はる香 時を紡ぐ藤

佐 藤　優 子 人工滝の快音

篠 﨑　優 也 アイノカタチ

下 澤　壮 次 虹色の輪・天気下り坂か

瞬 「静寂の狭間」

須 賀 　豊 明暗

鈴 木 　健 名古屋の夜

鈴 木 　宏 かわいい

鈴 木　洋 平 つづくよ、どこまでも。

関 根　克 義 湘南武者的中

田 内　活 雄 ほっこり　メジロの子育て

名　　　前 作　　品　　名

鷹 　 幸 子 祝七百年　天まで届け

髙 木　惠 子 春がきた

高 柳　玲 子 Verde・みどり色

田 口　英太郎 ヒマラヤ残照

竹 内　洸 磯 蝉

田 付　和 則 紫紺の整列

田 中　遥 真 記憶を映す道頓堀

俵 　 智 子 凛として

千　秋 ２２年目の二人

手 塚　工 子 巫女さんポーズ

東海林　俊 六 卒業前の思いを込めて

東海林　史 郎 偶然のチャンスに

豊 田 　蓮 雨後晴

虎 えのキュン♡

中津川　康 夫 水

中 村　悠 真 青

中 山　謙一郎 雨上がりの朝

永 由 　 勝 銀河鉄道へ

新 倉　綾 子 思い出の１枚
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〔写真の部〕

名　　　前 作　　品　　名

西 川　恭 子 夜の共演

山山亥亥 下　蒼 空 色あせた約束の向こうに

林 　 篤 美 ねえ、あなた…

端 山　一 夫 ワン子とお話し

福 岡　千 明 早明ラグビー 100 戦目

福 本　良 治 明
あ

日
す

もまた好日

藤 尾　貞 夫 2025 年春分の日プラス３日の夕日

藤 城　京 輔 休日の公園

藤 野　耕 一 夕べのにぎわい

藤 村　志 保 静寂彩秋

舩 木　レ イ ギョギョギョ！

船 越　英 一 晩秋の海

flower_love_mako 魅　惑

松 井　幹 太 だれよりも高く手を伸ばして

松 岡　孝 司 レース模様

三 村 　信 巨大箱庭―採石場の休日

宮 川 　享 春のささやき

宮 澤 　實 奇跡の一瞬

宮 嶋　武 二 ザリガニ　ゲット

向 山　武 志 蓮

武 藤　彰 夫 きらめき

元 山　富 雄 朝もや

最 上　ぬい子 節分メーク

名　　　前 作　　品　　名

結 はるのおとずれ

横 山　忠太郎 母 子 像

吉 内　栄 利 集合

吉 村 　通 ボン・ボヤージュ

米 山 　清 カワセミ　君は美しい

渡 辺 　勇 赤橋影

渡 邊　義 典 山の子

無　審　査

相 澤　演 義 里の残り柿

梅 田　寿 明 グループ

大 竹　時 義 演技

川 田　厚 子 我が娘

渋 井　重 悌 ここ！

中 里　年 嗣 郷　愁

中 島 　直 海老名家族 2025 年・春

中 溝　征 児 枯木に華

畠 山　英 治 森のハンター

比留川　雅 司 最速スプリンター

写真の部（注）
「無審査」… 過去の藤沢市展において、五大賞のうち、いずれか２回受賞した方。 

（無審査作品としての出品となり、賞の対象となりません。）
＊目録について…目録は出品者の名前を50音順に作成しております。
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名　　　前 種　　類 作　　品　　名

赤 塚　高 志 油性ペン カニ

阿久津　千 晶 水 彩 水中探索

麻 尾　雅 之 水彩絵の具 konpeito

阿 部　美津子 油 彩 引地川の春

飯 田　裕 三 クレパス a man Ⅱ

IeRO ア ク リ ル・
ミクスドメディア BUNNY

五十嵐　はるき アクリル 瞼

池 田　健 造 ア ク リ ル・
水性クレヨン Sparkling

いしい　ゆうこ 油 彩 記憶のかけら

石 塚　敏 明 水 彩 エトワール広場の初雪

磯 沼　晴 生 油 彩 魔笛が終わった

井 上　千 尋 油 彩 紫陽花と田んぼ

今 井　歩 人 水 彩 トレイン

今 津　康 輔 水性顔料
イ ン ク 無題

彌 永　久仁枝 和 紙
（ちぎり絵） 花のちぎり絵　あさがお

岩 淵　正 人 油 彩 未来につなぐ人の和

植 野　政 一 水 彩 奄美 ばしゃ山村のアダ
ン

臼 井　忠 義 水 彩 遊行六地蔵

名　　　前 種　　類 作　　品　　名

内 田　知佳子 彫 刻 魂の歌声

栄 天　まほろ 版 画 ふじ山と湘南

江 上　賢 治 水 彩 黄昏時の豊洲船着場

大 島　聖 力 色鉛筆画 バニーガール VS お客様
とのズバリ

大須賀　功 行 水 彩 円覚寺境内

太 田　道 男 立体造形 共に生きる

大 髙　依 子 コ ラ ー ジ ュ Living together

大 竹　摂 子 水 彩 瞻視

岡 本　敏 雄 水 彩 赤い花

オガワ　ミエコ アクリル respect wave

落 合　良 仁 日 本 画 羽衣の舞

生 水 　泰 ペ ン ・ 
色 鉛 筆 ボンジュール…

かいぬ　　 詩 油 彩 善行団地に住みたいけど
住めない

加 川　定 信 マーブリング WATER

影 山　直 美 水 彩 主張する者

風 間　咲 慧 水 彩 egg

かしわ　ようこ 油 彩 旧モーガン邸のレバノン
杉

加 藤　良 憲 水 彩 ひまわり

〔美術の部〕絵画・彫刻部門
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〔美術の部〕絵画・彫刻部門

名　　　前 種　　類 作　　品　　名

金 井　津 多 水 彩 生きる

河 合 　司 油 彩 時を感触

川 瀬　和 子 水 彩
絵 の 具 無題

菅 　 隆 志 水 彩 孫娘

菊 地　資 子 油 彩 槍ヶ岳－蝶ヶ岳より－

木 村　球 子 油 彩 仲間

木 室　瑞 喜 パステル・
色 鉛 筆 でんしゃ大スキ♡

ギョギョギョペイント モデリングペー
スト・アクリル トリモトベル

國 見　千恵子 油 彩 砂漠に聳ゆ（モロッコ）

熊 沢 　彩 ペ ン 画 午

栗 原　美和子 油 彩 散歩日和

見 目　善 弘 水 彩 昭和新山

小 泉　英 機 水 彩 ・
パステル M7.5

小 嶋　健 介 油 彩 海の友達

後 藤 　篤 色 鉛 筆 芝紅葉

後 藤　しのぶ 水 彩 車輪と静物

後 藤 　元 パステル 柿

小 林　育 夫 版 画 メロディー

名　　　前 種　　類 作　　品　　名

古 林　正 明 油 彩 引地川にて
－ A ray of hope －

小 林 　隆 水 彩 白樺林とルピナスの群生

小 山　文 裕 水 彩 迷路の旧市街・フェズ

今 　 章 枝 水 彩 猫と紫陽花

近 藤　玄 輝 水 彩 朝日の街

近 藤　梨 沙 立体造形 はなひらく伝説

斉 藤　彰 英 日 本 画 早春の誘惑

齋 藤　登記男 油 彩 待つ

酒 井　美 歩 サインペン PAINT IT BLACK

坂 田　明 子 水 彩 バンダ　パチャラディラ
イト

佐 上　倫 子 版 画 クレマチス

迫 　 和 枝 水 彩 春爛漫

佐々木　清 高 日 本 画 やすらぎ

佐 藤　由 明 油 彩 太古の文（ふみ）

真 田　昌 彦 油 彩 片瀬山風景

佐 野　陽 子 日 本 画 INAMURAGASAKI

柴 田　品 子 アクリル画 God Bless you
（神はあなたを祝福する）

島 田　良 恵 パステル 小出川の彼岸花
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〔美術の部〕絵画・彫刻部門

名　　　前 種　　類 作　　品　　名

清 水　マコト 油 彩 今日はおもしろかった
ね。

庄 司　理 恵 版 画 あじさい

牀 涅 　 樛 油 彩「放たれる　魂の樹木」

白 井　由美子 油 彩 ころがるねこ

鈴 木　恵美子 デッサン 牛骨

鈴 木　たか江 水 彩 バレエ：コッペリア

鈴 木 　驍 アクリル カーニバル

鈴 木　弥 彦 切 絵「鎌倉大仏様の大草鞋」
切り絵

関 野　弥 生 アクリル画 海とマル

瀬 戸　貴 英 水 彩 おでかけ

s e v e N s e a レ ジ ン
ア ー ト Deep Blue

高 橋　八重子 油 彩 スタンバイ

髙 橋　八重子 油 彩 赤・青・緑・時の流れに

武 井　芳 夫 水 彩 旧根岸競馬場一等馬見所

竹 川　志 郎 油 彩 故郷の教会

武 多　眞 里 パステル みつめあう

玉 井　正 義 油 彩 天文台日記

ダ ミ ア ン アクリル ゆくあてもないが、いき
いきと

名　　　前 種　　類 作　　品　　名

中 条　正 幸 油 彩 ・
アクリル 2040 年　東京の夜景

津 田　龍 一 油 彩 薔薇の変容

土 屋　留 三 水 彩 小出川の河津桜

角 田　美佐子 水 彩 日が差してきた

東 海 　剛 水 彩 引 地 川 親 水 公 園 の 桜　
2025

東 塚 　治 水 彩 Sail on ！！

内 藤　美 幸 パステル unit

中 島 　彩 日 本 画 うがつ

長 田　昌次郎 C G 3 D
プリンター

神の使いコプラが二回とぐろを巻く
－卍一筆模様－

永 野　尚 吾 水 彩 待ちかねた便り

中 村 　文 日 本 画 仏頭

中 村　純 平 油 彩 飛騨の夜祭り

西 川　和 彦 パ ス テ ル・
マ ー カ ー 台風接近中

濱 﨑　一 洋 水 彩 引地川親水公園の春

原 木　克 巳 色 鉛 筆 ミューズのめざめ

番 場　富 枝 油 彩 黄金の守りの中で

日 向　敏 郎 水 彩 祝　祭　の　街

平 山　薫 子 水 彩 往古来今
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〔美術の部〕絵画・彫刻部門

名　　　前 種　　類 作　　品　　名

廣 江　なおみ アクリル ヴォロディミル・ゼレン
スキー氏

広 瀬　弘 幸 油 彩 海に向かう

廣 田　靜 子 油 彩 カラー

藤 江　美 保 イ ン ク・
水性クレヨン Untitled

船 越　英 一 版 画 早く渡って（王子駅前）

古 郡　礼 子 油 彩 草原に花咲く頃の風景

POPPO ヨッちゃん 水 彩 ・
サインペン せれこんチアガール

堀 　 慶 賛 デッサン ゴッホ　自画像　模写

牧 野　眞 臣 彫 刻 舞　う

松 浦 　哲 油 彩 祈り

松 尾　邦 夫 油 彩 湘南港

松 岡　照 男 水 彩 真名井の滝

水 越　陽 子 パステル 雷

武 藤　順 子 パステル 渚の風

村 井　マリコ 布 ・
コラージュ

浩一伯父さんの好きだった
シャツも寂光土へ

元 山　光 代 水 彩 真夏　2024

森 山　真 一 パステル あたたかい風

八 木　晴 之 水 彩 我家のアンリ・ルソー
動植物園

柳 川　陽 子 水彩・鉛筆 暮れゆく石膏像

名　　　前 種　　類 作　　品　　名

柳 沢　祥 雅 立体造形 ４羽のちびっ子
Kingfishers

山 内　忠 夫 水 彩 雪（白川郷）

山 内 　廣 水 彩 ヨットハーバー

山 内　由 紀 コラージュ 雅

山 上　輝 彦 アクリル 一本松跨線橋

山 口　英 樹 デッサン フルートを吹く少女

山 口　如 夫 油 彩 風になる

山 崎 　凜 油 彩 辻堂駅初タラ線

山 科　秀 夫 水 彩 桜

ゆすら　　　昌 アクリル 鎌倉光明寺の十六羅漢さん

横 山　直 木 水 性
クレヨン 山にふく風

吉 富　芳 子 水 彩 白いグラジオラス

米 戸　京 子 布 ・
コラージュ 庭の八ツ手

ら　い アクリル 紫陽花とサモエド

R i e . H 水 彩 ・
アクリル 大和魂 ～ 未来への扉 ～

脇 　 重 男 マーブリング 夜の森

和 田　尚 義 油 彩 On the way home

渡 貫　智 成 立体造形 遊園地



17

〔美術の部〕絵画・彫刻部門

参加
区分 名　　　前 種　　類 作　　品　　名

会
　
　
　
　
員

浅 沼　信 江 洋 画 瀬長島（沖縄）

荒 井　晴 子 日 本 画 ひなまつり

入 江　倫 子 油 彩 青のメドレー

小 川　貴 子 銅 版 銅版原版（百合）

金 澤 　均 油 彩 北国の街道

金 子　博 美 油 彩 happiness

唐 木　信 允 油 彩 最果て

川 島 　淳 日 本 画
伊豆大島の見える日
に

菅 家　美 幸 日 本 画 はーるが来ーた！！

菊 池　秀 代 パステル コロッセオ

城 戸 　宏 版 画 絶望の海に漂う

小 玉　政 美 油 彩 変貌する時の情景

小 林　典 子 油 彩 トルソ

齋 藤　洋由起 油彩＋ペン画 誕生

櫻 田　恵津子 ミクスト
メディア 静と動

佐 藤　久美子 日 本 画 わらべと獅子舞い

参加
区分 名　　　前 種　　類 作　　品　　名

会
　
　
　
　
員

佐 藤　治 子 パステル ガリエラ通り

猿 渡 　隆 油 彩 滞船

鈴 木　正 博 ペ ン 画 甦る

髙 木　政 行 油 彩 舞妓

高 橋　孝 夫 木 版 春が来た ！

高 橋　ちず子 そ の 他 ツェねずみ

中 川　則 子 アクリル 鹿の子百合

萩 原　公 子 水 彩 STATION

蓮 池　高 夫 洋 画 浅春

原 田　静 雄 アクリル 早春の水辺

平 本　公 男 油 彩 波濤嶌図 -5

前 川　幸 男 油 彩 山湖

松 本　信 子 洋画・油彩 怒れる大気　虚と実

向 山　武 志 彫 刻 いずみ

山 口　俊 子 ミクスト
メディア 椅子に座る人

涌 井 　健 水 彩 Verona

印刷・企画・デザインなんでも承ります！

おかげさまで 創業140年

ポスター・チラシ・リーフレット・チケット・冊子
３Dバーチャルツアーズ・サイネージ・動くチラシ

TEL.0466-27-2511
藤沢市藤沢462 MEFULL藤沢 7F JR藤沢駅北口 徒歩2分
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〔美術の部〕工芸部門
名　　　前 種　　類 作　　品　　名

秋田谷　恵美子 陶 芸 平皿彩釉（地球）

井 置 　武 陶 芸 均窯サラダ鉢

石 井　優 紀 染 織 カラスのおとうとポーウ
ちゃん

石 川　君 男 細工工芸 なかよし鯉

石 田　晶 子 裂 画・ 布 鶴

上 岡　充 生 陶芸・組物 華

大 田　愛 子 染 織 風神　雷神

落 合　早 苗 陶 芸 故郷

桂 城　智 子 刺 繍 動植物が住みやすい場所

芝 田 　曻 陶 芸 夢を作る大谷翔平

釈 　 正 心 木 工 鎮魂の鳳蝶

新 間　哲 行 陶 芸 信楽白土練込壺

須 山　宣 和 陶 芸 和紙染ぶどう文鉢

手 嶋　三 作 陶 芸 蝶と舞う（越後獅子）

外 山　美 子 染 織 カラフル

中 井　泰 彦 陶 芸 ソバ皿

長 島　明 子 タペストリー scoliosis　～ 未 来 に 向
かって～

中 野　里 穂 染 織 なつのうみ

中 村　和 子 陶 芸 熊谷草

新 倉　里 依 染 織 赤いカーネーション

西 村　隆 芳 竹 細 工 梯子乗り

名　　　前 種　　類 作　　品　　名

野 谷　久 夫 陶 芸 湘南七福神

萩 原　公 子 陶 芸 薔薇呉須絵皿

松 木　喜代美 陶 芸 ３WAY 花器灯籠

森 　 深 幸 染 織 くらげの赤ちゃん

安 野　よし子 染 織 もりの木

簗 田　三 郎 陶 芸 陽春

山 下　雪 江 陶 芸 いちじく

吉 川　明 子 染 織 海の家

吉 原　輝 文 竹 工 芸 修作 No2

和 田　雅 実 張 り 子 而今

わた辺きょうこ 七 宝 有線七宝さくら文硯箱

渡 邊　小百合 染 織 いろいろな色で織ったよ
♪

渡 邊　孝 行 刺 繍 チク・ちく刺しゅう－
だ～れかさん　み～つけた！

美術の部（注）
「会　　員」…藤沢市美術家協会会員 
「会員推挙」…過去の藤沢市展において優れた作品を修め、さらに今回の藤沢市展に充実 
 した作品を出品した等の理由により、藤沢市美術家協会が規約に基づき会 
 員に推挙した方。
＊目録について…目録は出品者の名前を50音順に作成しております。

参加
区分 名　　　前 種　　類 作　　品　　名

会
　
　
　
　
員

柿 崎　幸 三 陶 芸 壷

鹿 能　美津子 陶 芸 絵皿

八ッ橋　博 美 陶 芸 櫛目彩紋花器

山 田　公 也 陶 芸 藍彩掛分大皿

山 崎　礼 子 陶 芸 青伊羅保花器

吉 野 　勝 陶 芸 透角七宝門香炉

吉 原 　敏 陶 芸 緑釉縄文壺
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華道の部（注）
「会　　員」…藤沢華道協会会員
＊華道の部公募（一般）については、23人の申し込みがあり、活け込み及び審査は6月
16日（月）に行いました。審査結果は会場内の掲示をご覧ください。前期は公募（一
般）作品のみを展示、後期は前期の受賞作品と会員の作品を展示しています。
＊目録について…目録は出瓶者の名前を50音順に、後期は花席の順に作成しております。

名　　　前 テーマ
網 代　悠 花

飯 塚　俊 子

伊 澤　愛 笑 花火

石 村　優 奈

岡 田　禎 里

加 藤　晃 子 日に光る子

加 藤　満結香 メロディー

坂 田　吏 輝 挑戦

佐々木　美 与

田 邊　結 菜

谷 川　愛 実

露 木　美 月 夢

名　　　前 テーマ
泊 　 奈 美

生田目　華 馨 夏祭り

花 田　瑞 穂

土 方　裕紀子 初夏の風

福 嶋　優 月

増 田　桂 子

三 坂　貴美子

水 落　公 美

峰 尾　桃 椛

依 光　順 子

脇 田 　愛

〔華道の部〕　< 後期 >（6月20 日・21 日・22 日 )　会員

〔華道の部〕　< 前期 >（6月17 日・18 日・19 日）　公募（一般）

流　　　派 名 　　　 前

花 芸 安 達 流 福 谷　芳 曈

小 原 流 松 田　光 美

草 月 流 三 上　昭 光

古 流 松 藤 会 馬 目　理 弘

草 月 流 八 幡　桜 雪

小 原 流 的 場　一 扇

東山源氏千家古流 吉 田　一 妙

小 原 流 宮 﨑　久 恭

草 月 流 伊 東　香 恵

小 原 流 山 口　佳 珠

草 月 流 岩 﨑　優 光

小 原 流 今 里　豊 節

草 月 流 大 森　知 光

流　　　派 名 　　　 前

小 原 流 木 村　明 光

草 月 流 佐 藤　萠 英

小 原 流 亀 　 好 英

古 流 松 峯 会 柴 山　理 賀

小 原 流 斎 藤　充 鶴

古 流 松 藤 会 杉 浦　理 舟

草 月 流 鈴 木　光 村

古 流 理 苑 会 瀬 尾　理 祥

龍 生 派 田 岸　緑 華

草 月 流 中 田　紀 萠

柴 山 古 流 縁 山 流 取 屋　冷 晃

小 原 流 中 村　豊 皐
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〔書道の部〕

名 前（ 雅 号 ） 作　　品　　名

相 澤　結 花 徐霖詩

青 木　暁 雲 帰省作

浅 野　荘 舟 君行くや柳みどりに道長し

阿 部　里衣紗 李嶠詩（臨書）

有 友　心 絆 織田信長の言葉

安 西　瞿 麦 夏昼偶作　柳宗元

石 﨑 　輝 王 之適得書帖（博山）

井 出　洋 堂 光明皇后　楽毅論

伊 東　昭 晶 隷書崔子玉座右銘

乾 　 明 美 夏雲多竒峰

岩 島　圃 燿 七言二句

上 杉　紅 羽 王昌齢詩

上 藤　睦 美 李夢陽詩

植 松 　栞 楷書三五歴記軸（趙之謙）

江 口　瑞 葉 雁塔聖教序

遠 藤　淩 霄 盧綸詩

名 前（ 雅 号 ） 作　　品　　名

尾 﨑　佑 菜 蘭𠅘序

勝 池　菜 穂 九成宮醴泉銘

門 田　庄散人 半世功名一鷄肋

金 子　麗 泉 無欲　良寛詩

狩 野　茉 白 古今和歌集より

神 垣　知 子 古今和歌集　伊勢　春

菅 野　香 雅 峨眉山月歌

藏 並　栞 歩 しらゆきの

檢見﨑　　　巧 臨　孔子廟堂碑

小 堂　友 子 臨　苕渓詩巻

小 林　來 未 邵雍の詩

小 林　春 苑 紅梅

小 宮　よしの 萩の花

材 井　奈緒美 王恭詩

斉 藤　公 代 復愁

斎 藤　隆 香 梧竹風清六月寒
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名 前（ 雅 号 ） 作　　品　　名

斉 藤　英 恵 王維詩鹿柴

斎 藤　瑞 穂 水色山光引興長

斉 藤　理香子 于謙詩

佐 熊　歩 梨 臨　集王聖教序

佐 藤　帆 海 臨　雁塔聖教序

佐 藤　佑 南 中夏貯清陰

澤 田　恵 美 捲幔榴花紅有燄。

杉 浦　範 子 曉起

杉 山　心 楓 見渭水思秦川

髙 梨　真 央 王昌齢詩

高 橋　佳 花 千字文

竹 田　優 子 胡閏詩

田 代　典 子 銭起「谷口書斎寄楊補闕」

田 中　登喜男 蜀先主廟

田 中　美 湶 漫成

谷 口　祥 子
伊藤左千夫　短歌　
幼きをふたりつれたち

名 前（ 雅 号 ） 作　　品　　名

谷 口 　頼 シェイクスピアの言葉

田 渕　小百合 晩晴

田 村　恭 凰 湘中雑興

寺 原　司 聖 竹里館

中 川　暎 舟 宿蘭渓水驛前

中 村　恒 太 臨　多宝塔碑

中 山　和 音 臨　九成宮醴泉銘

南 場　彩 妃 楷書東方朔画賛四屏

野 口　碧 舟 長恨歌

能登谷　善 子 天高月影浸長江

秦 　 結 菜 大江千里の歌

畠 山　枝 煌 江樓書

馬 場　喜美子 白雲深き處是れ吾が廬

羽 生　心 海 行書詩巻

早 坂　尚 輝 登山臨水

日 高　かんな 高野切第一種

〔書道の部〕

定休日 ： 月曜日、祭日の場合翌日、第1・第3火曜
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〔書道の部〕

名 前（ 雅 号 ） 作　　品　　名

平 野　加代子 碧潭夜月

廣 瀬　初 枝 蓬萊三殿待宴奉勅詠終南山

福 士　由 菜 白雪の

藤 木　奈 緒 絶句

藤 田　佳 穂 多宝塔碑

間 島　清 蓮 萬里の星

増 田　菜 花 褚遂良法帖集

水 澤　光 陽 楊柳湾晩帰

三 谷　渓 翠 漢江臨汎

三 觜 　縁 答人

村 上　草 朋 春を呼ぶ

村 上　伯 堂 終南别業

村 上　令 圃 望海寺喜晴

目 黒 　武 臨　魏霊蔵薛法紹造像記

安 　 精 石 人生似行客

山 菅　麦門冬 飲酒　其一節

若 杉　栞 那 同李司倉早春宴睢陽東亭

参加
区分 名前（雅号） 作　　品　　名

会
　
　
　
　
　
　
員

安 達　翠 香 王漁洋詩

阿 部　湘 花 慮静

飯 山　清 芽 深院鈔書桐葉雨

井 上　鯉 翔 王之渙詩

今 村　陽 翠 高臥紙窗中

岩 澤　翠 峰 李白詩

岩 嶋　巖 峰 ラピュタ（天空城）

上之園　友 紀 史鑑誌

宇佐美　美 泉 李白詩

大 沼　亮 節 山中夕陽芳草路

大 平　久 美 ももしきや

小笠原　楽 圃 山中

岡 田　珠 美 山そびゆ

岡 本　春 聲 秋山玉山詩富士山

岡 本　凉 子 夕暮は

小 澤　瑩 圃 望廬山五老峰

尾 花　征 真 夜七盤嶺に宿す

織 部　象 陰 岳陽楼重宴王八員外貶長沙

加 藤　径 石 荷花

金 子　如 龍 花辺好鳥

唐 澤　明 江 烏衣巷

久 野　圃 祥 江上

九 里　美 象 望天門山
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参加
区分 名前（雅号） 作　　品　　名

会
　
　
　
　
　
　
員

久 保　翠 星 孟子のことば

黒 田　清 耳 梅花塢坐月

小 林　玲 子 早秋山居

小 森　景 竹 脱郤朝衣

齋 藤　深 瑤 独坐敬亭山

坂 本　青 龍 郷土愛

佐々木　綾 秀 ふじの山

笹 沼　蓮 竹 凞怡安沖漠

佐 藤　信 夫 海若不隠珠

佐 藤　蘭 象 香山寺避暑

眞 田　梨 香 嘉會欣時游

四 壁 　透 恩徳讃

清 水　滴 空 易水送別

白 井　瑛 月 蘭𠅘叙臨

須 賀　翠 溪 陳汝言詩

砂 川　萌 竹 驟雨拖山過⋯

関 口　大 龍 喜達行在所

関 根　征 園 臨洞庭

曽根原　峨 羊 百花為誰開

髙 井　翠 陽 消暑

高 橋　圃 石 廣元舟中聞櫂歌

髙 村　明 蘭 萬家春風

竹 内　煌 圃 一鳴驚人

〔書道の部〕

参加
区分 名前（雅号） 作　　品　　名

会
　
　
　
　
　
　
員

竹 内　鯉 耀 呉志淳詩

武 田　玉 翠 佛法元來無多子

館 石　芳 舟 蓮の浮葉

田 中　櫻 圃 蘭溪

為 田　麗 水 水鶏

角 津　 圃 沈園（一）

寺 田　鯉 曄 李白詩

東 郷　圃 翠 夏日雑興

富 田　圃 功 游魚出水帰燕受風

中 西　晃 雪 なにはえの

中 野　鯉 豊 杜甫詩

中 村　清 園 花意竹情

新 倉　右 圃 夏日

沼 田　圃 鶴 憶昔

林 　 如 巌 一休和尚の詩

林 部　岱 雪 むかしべや

氷 見　晃 泉 東風吹時⋯

福 島　梨 翠 龍將白雨山腰起

古 舘　征 賢 臨洞庭

細 野　果 村 范雲詩

間 瀬　游 泉 王漁洋詩

松 坂　志 瀞 松平頼儀筆絖本墨書臨

峯 尾　宏 子 大空の
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参加
区分 名前（雅号） 作　　品　　名

会
　
　
　
員

箕 浦　さおり 夏の歌二首

宮 澤　諒 圃 滁州西㵎

宮 田　恭 子 薊北旅思

村 松　蓉 圃 西宮春怨

本 川　清 泉 半山

百 瀬　鯉 翠 呉与弼詩

参加
区分 名前（雅号） 作　　品　　名

会
　
　
　
員

森 　 幸 栄 ゆく水に

山 口　雅 代 商山早行

山 田　芳 園 岐陽

山 本　都 子 望月懐遠

山 本　由紀恵 万葉集　七夕の歌

吉 内　正 圃 蒙化衜中淸明

書道の部（注）
「会　　員」… 藤沢市書道協会会員
「会員推挙」… 藤沢市展において五大賞を受賞、または秀作賞を5年以内に2回受賞し、

以後3年以内に同等と認められる作品を出品した等の理由により、藤
沢市書道協会の規約に基づき会員に推挙した方。

＊目録について…目録は出品者の名前を50音順に作成しております。

〔書道の部〕
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　藤沢市展は、市民の芸術文化活動の支援と振興を図るため、市民文化団
体を中心に実行委員会を組織し、長年にわたり開催しています。
　実行委員会では、本事業を市全体で盛り上げ、広く市民に周知したいと
考え、本事業へのご協賛をお願いしております。
　今回の第 75 回の開催にあたり、19 の法人・団体、また 16 人の個人の皆
様にご協賛いただきました。
　皆様からの温かいご支援に心よりお礼申し上げますとともに、今後とも
本事業への変わらぬご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。

〜ご協賛ありがとうございます〜

〈法人・団体ご協賛ご芳名〉　（敬称略・五十音順）

〈個人ご協賛ご芳名〉  　（敬称略・五十音順）

赤帽ハピネスカーゴ
江の島振興連絡協議会
奉仕日本三大弁財天　江島神社
ODAKYU 湘南 GATE
画装コビトのくつ
株式会社　さんこうどう
株式会社　渡邉印刷
皇大神宮
ゴールデン文具株式会社
シンリュウ株式会社　神奈川支店

創造の丘
多摩大学グローバルスタディーズ学部
藤和額装株式会社
ビストロ・ラ・シャンブル
藤沢高等自動車学校
藤沢市美術家協会
藤沢市民会館サービス・センター株式会社
フラワーショップ　まいん
レカイエ

石 塚　 敏 明 金 子　 秀 尋 神 部　 正 広 小 山　 　 俊
齋 藤 登 記 男 下 澤　 壮 次 須 賀　 　 豊 鈴 木　 弥 彦
瀬 尾　 理 祥 武 井　 芳 夫 武 藤　 彰 夫 山 口　 佳 珠
吉 原　 輝 文 他　３名様



第75 回藤沢市展審査員名
美術の部（藤沢市美術家協会会員）
浅 沼 信 江 入 江 倫 子 小 川 貴 子 柿 崎 幸 三
金 子 博 美 鹿 能 美津子 唐 木 信 允 菅 家 美 幸
菊 池 秀 代 齋 藤 和 夫 齋 藤 洋由起 斉 藤 順 子
佐 藤 久美子 佐 藤 治 子 鈴 木 正 博 高 橋 ちず子
中 川 則 子 萩 原 公 子 蓮 池 高 夫 原 田 静 雄
平 本 公 男 前 川 幸 男 松 本 信 子 向 山 武 志
八ッ橋 博 美 吉 野 　 勝 涌 井 　 健

書道の部（藤沢市書道協会会員）
岩 澤 翠 峰 宇佐美 美 泉 岡 田 珠 美 岡 本 春 聲
加 藤 径 石 菊 地 光 道 九 里 美 象 小 森 景 竹
眞 田 梨 香 清 水 滴 空 砂 川 萌 竹 高 井 翠 陽
高 村 明 蘭 竹 内 煌 圃 為 田 麗 水 辻 本 敦 美
角 津 圃 中 村 清 園 林 　 如 巌 氷 見 晃 泉
福 島 梨 翠 細 野 果 村 間 瀬 游 泉 箕 浦 さおり
本 川 清 泉 百 瀬 鯉 翠 森 　 幸 栄

写真の部
上 田 耕一郎（東京工芸大学　芸術学部写真学科教授） 勝 倉 崚 太（東京工芸大学　芸術学部写真学科准教授）

寺 司 正 彦（舞台写真家　日本舞台写真家協会会員） 熊 野 淳 司（フォトグラファー・大学非常勤講師）

華道の部
中 野 仁 詞（東北芸術工科大学　客員教授） 唐 木 信 允（洋画家）

ノグチ ミエコ（ガラスアーティスト）

第75回藤沢市展実行委員会
♦︎藤沢市美術家協会
小 川 貴 子 向 山 武 志 吉 野 　 勝 金 子 博 美
齋 藤 和 夫
♦︎藤沢市書道協会
浅 野 玄 圃 眞 田 梨 香 角 津　 圃 関 根 征 園
♦︎藤沢華道協会
山 口 佳 珠 瀬 尾 理 祥
♦︎藤沢市生涯学習部文化芸術課
齊 藤 雅 子
♦︎公益財団法人藤沢市みらい創造財団芸術文化事業課
新 沼 範 之

第75回藤沢市展実行委員会事務局
〒 251-0026 藤沢市鵠沼東 8-1 公益財団法人藤沢市みらい創造財団 芸術文化事業課（藤沢市民会館内）

TEL. 0466（28）1135　FAX. 0466（25）1525

撮影協力：（写真の部・美術の部・書道の部の各受賞作品）Photographer　HIROMI　FUKUDA

（副実行委員長）

（実行委員長）






